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（百万円未満切捨て） 

１．平成 21 年 3 月期第 2四半期の連結業績（平成 20 年 4 月 1日～平成 20年 9 月 30 日） 
(1) 連結経営成績（累計）                             （％表示は対前年同四半期増減率） 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

平成 21年 3月期 第 2四半期 17,184 ― 1,303 ― 1,196 ― 690 ―
平成 20年 3月期 第 2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―
 

 １株当たり四半期純利益 潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益 

 円     銭 円    銭

平成 21年 3月期 第 2四半期 58.48     ― 

平成 20年 3月期 第 2四半期 ―     ― 
 
(2) 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円    銭

平成 21年 3月期 第 2四半期 28,543  15,879  55.4   1,339.54  
平成 20 年 3月期 ―  ―  ―   ―  

（参考） 自己資本 21 年 3月期第 2四半期 15,806 百万円 20 年 3月期 ―百万円 
 

２．配当の状況 
 １株当たり配当金 

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間 
 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭

20年3月期 ―    10.00   ―   12.50    22.50   

21年3月期 ―    12.50   ―   ―    ―   

21年3月期（予想） ―    ―   ―   12.50   25.00   
（注）配当予想の当四半期における修正の有無 無 
 

３．平成 21 年 3 月期の連結業績予想（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 
                                                         （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通   期 35,000 ― 2,800 ― 2,550 ― 1,400 ― 118.64   
（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 無 
 

４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 無 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 無 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基

本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有 

② ①以外の変更        無 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む）   

② 期末自己株式数             

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 

21 年 3 月期第 2四半期  11,800,000 株 20 年 3月期           11,800,000 株 

21 年 3 月期第 2四半期         190 株 20 年 3月期                  130 株 

21 年 3 月期第 2四半期  11,799,861 株 20 年 3月期第 2四半期 11,799,988 株 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

1. 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が本資料の発表日現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等はさまざまな要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

2. 当連結会計年度より連結財務諸表を作成しており、前年第2四半期及び前期末の連結業績については記載しておりません。 

3. 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務

諸表を作成しております。 
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（参考）個別業績の概要 
 

（百万円未満切捨て） 

１．平成 21 年 3 月期第 2四半期の個別業績（平成 20 年 4 月 1日～平成 20年 9 月 30 日） 
 
(1) 個別経営成績（累計）                              （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

平成 21年 3月期 第 2四半期 17,130    － 1,296    － 1,181    －  684    － 

平成 20年 3月期 第 2四半期 16,062    5.6 1,233   68.9 1,105   79.0 641   80.3
 

 １株当たり四半期純利益 潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益 

 円    銭 円    銭

平成 21年 3月期 第 2四半期 57.99     ― 

平成 20年 3月期 第 2四半期 54.35     ― 
 
 
(2) 個別財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円    銭

平成 21年 3月期 第 2四半期 28,359  15,789  55.7   1,338.08  

平成 20 年 3月期 27,944  15,251  54.6   1,292.55  

（参考） 自己資本 21 年 3 月期第 2 四半期 15,789 百万円 20 年 3 月期 15,251 百万円 

 

 
２．平成 21 年 3 月期の個別業績予想（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日）  

（％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円   銭

通   期 34,900  4.3 2,770  11.9 2,520  10.9 1,390  14.2 117.79   

 
 
 
（注）個別業績については参考として記載しております。 
 



定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当社は、当連結会計年度より子会社２社を連結会社とする連結財務諸表を作成しており、前年の第2四半期の連結

業績については記載しておりません。従いまして、参考として前年同期との比較について、連結決算の大半を占め

る当社個別業績で記載しております。 

当第2四半期累計期間（平成20年4月1日から平成20年9月30日まで、以下同じ）の連結売上高は171億84百万円、連

結営業利益13億3百万円、連結経常利益11億96百万円、連結四半期純利益6億90百万円となりました。 

当第2四半期累計期間の当社個別業績では、売上高171億30百万円となり前年同期に比べ6.7％の増収となりまし

た。利益面では営業利益12億96百万円（前年同期比5.1％増）、経常利益11億81百万円（同7.0％増）、四半期純利

益6億84百万円（同6.7％増）となり、売上増加に伴い前年同期に比べ何れも増益となりました。  

  

 （百万円、（）は個別前年同期比）

 

    
  

個別売上については、顧客管理システムや次期基幹システム、法人データ系システム等、大手通信キャリア向け

のＳＩ（システムインテグレーション）開発が拡大しており、前年同期に比べ大きく増加する結果となりました。

さらに、原価管理システムやＢＩ（経営情報分析）ソリューション等の民間事業者向けシステムや中央官公庁向け

の開発案件についても好調を維持しており、ＳＩ開発においては順調に拡大させることができました。また、アウ

トソーシングサービスにおいても、首都圏でのアウトソーシング需要を背景として、当社のデータセンターを拠点

とするハウジング・運用監視サービス等、好調に推移しました。 

一方で、エンベデッドシステムにおいては、ＡＶ機器関連の開発や携帯端末の評価検証案件は堅調に推移したも

のの、携帯端末メーカーによる開発規模の縮小・延伸や自動車関連の開発案件の延伸等の影響が大きく、前年同期

に比べ減少する結果となりました。 

売上全体では、通信キャリア及び民需・公共システムの売上増加が牽引しエンベデッドシステムの減少分をカバ

ーする結果となり、個別売上171億30百万円、前年同期に比べ6.7%の増収となりました。 

顧客別では、富士通向け案件が一部関連会社に移管されたことに伴い富士通グループ向け売上が増加する結果と

なりました。 

  



 

 
  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第2四半期末における総資産は、285億43百万円となりました。主なものは、預け金63億円、受取手形及び売掛

金102億9百万円、有形固定資産21億83百万円、長期預け金35億円等です。純資産は、158億79百万円となり、自己資

本比率は55.4％、１株当たりの純資産は1,339円54銭となりました。 

なお、当連結会計年度より連結財務諸表を作成していることから、前事業年度の連結業績については記載してお

りません。 

   

３．連結業績予想に関する定性的情報 

当第2四半期累計期間における業績は概ね計画どおり推移しており、平成20年4月23日に公表いたしました通期の

連結業績予想については変更いたしません。 

なお、本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が本資料の発表日現在入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等はさまざまな要因によって予想数値と異な

る結果となる可能性があります。 

   



４．その他 

（１）期中における子会社の異動 

当連結会計年度より、中国子会社の重要性が高まったことから香港子会社（東元商業系統有限公司）への出資

比率を70％から100％へ増加させており、子会社２社（東元商業系統有限公司（香港）及び北京思元軟件有限公

司（北京））を連結会社とする連結財務諸表を作成しております。従いまして、前年第2四半期及び前事業年度

の連結業績並びに対前年同期増減率については記載しておりません。 

   

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

   

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸

表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② たな卸資産の評価基準及び評価方法 

たな卸資産については、従来主として先入先出法による原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに

伴い、主として先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

により算定しております。 

なお、この変更に伴う損益への影響は軽微であります。 

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号 平成18年５月17日)を適用しております。 

なお、これによる損益への影響はありません。 

④「工事契約に関する会計基準」の適用 

当第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及

び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）が平成21年４

月１日より前に開始する連結会計年度から適用できることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間から

これらの会計基準等を適用しております。 

なお、これによる損益への影響はありません。 

  



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 868 －

預け金 6,300 －

受取手形及び売掛金 10,209 －

たな卸資産 770 －

その他 1,038 －

貸倒引当金 △9 －

流動資産合計 19,178 －

固定資産   

有形固定資産 2,183 －

無形固定資産 640 －

投資その他の資産   

長期預け金 3,500 －

繰延税金資産 2,639 －

その他 435 －

貸倒引当金 △32 －

投資その他の資産合計 6,542 －

固定資産合計 9,365 －

資産合計 28,543 －

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,362 －

役員賞与引当金 20 －

その他 4,035 －

流動負債合計 6,418 －

固定負債   

退職給付引当金 6,154 －

役員退職慰労引当金 79 －

その他 12 －

固定負債合計 6,246 －

負債合計 12,664 －



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,970 －

資本剰余金 3,012 －

利益剰余金 10,826 －

自己株式 △0 －

株主資本合計 15,808 －

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1 －

為替換算調整勘定 △1 －

評価・換算差額等合計 △2 －

少数株主持分 72 －

純資産合計 15,879 －

負債純資産合計 28,543 －



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 17,184

売上原価 14,329

売上総利益 2,854

販売費及び一般管理費 1,551

営業利益 1,303

営業外収益  

受取利息 35

その他 13

営業外収益合計 49

営業外費用  

退職給付積立不足償却額 133

その他 22

営業外費用合計 156

経常利益 1,196

税金等調整前四半期純利益 1,196

法人税等 502

少数株主利益 3

四半期純利益 690



 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

  

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  



（参考）四半期個別財務諸表

（1）四半期貸借対照表

（単位：百万円）

前事業年度末に係る

当第2四半期会計期間末 要約貸借対照表

(平成20年９月30日) (平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 723 635

預け金 6,300 5,600

受取手形及び売掛金 10,206 10,845

たな卸資産 718 603

その他 1,037 954

貸倒引当金 △ 9 △ 9

流動資産合計 18,976 18,628

固定資産

有形固定資産 2,157 2,199

無形固定資産 638 662

投資その他の資産

長期預け金 3,500 3,500

繰延税金資産 2,639 2,515

その他 480 470

貸倒引当金 △ 32 △ 32

投資その他の資産合計 6,587 6,454

固定資産合計 9,382 9,315

資産合計 28,359 27,944

負債の部

流動負債

買掛金 2,483 2,686

役員賞与引当金 20 22

その他 3,832 4,022

流動負債合計 6,336 6,731

固定負債

退職給付引当金 6,154 5,866

役員退職慰労引当金 79 94

固定負債合計 6,233 5,961

負債合計 12,570 12,692



（単位：百万円）

前事業年度末に係る

当第2四半期会計期間末 要約貸借対照表

(平成20年９月30日) (平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,970 1,970

資本剰余金 3,012 3,012

利益剰余金 10,808 10,271

自己株式 △ 0 △ 0

株主資本合計 15,790 15,253

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △ 1 △ 1

評価・換算差額等合計 △ 1 △ 1

純資産合計 15,789 15,251

負債純資産合計 28,359 27,944

（注） この四半期貸借対照表は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象

ではありません。



（2）四半期損益計算書

（第2四半期累計期間）

（単位：百万円）

当第2四半期累計期間 前第2四半期累計期間

(自 平成20年４月１日 (自 平成19年４月１日

至 平成20年９月30日) 至 平成19年９月30日)

売上高 17,130 16,062

売上原価 14,313 13,341

売上総利益 2,816 2,720

販売費及び一般管理費 1,520 1,487

営業利益 1,296 1,233

営業外収益

受取利息 34 21

その他 7 10

営業外収益合計 42 31

営業外費用

退職給付積立不足償却額 133 133

その他 22 26

営業外費用合計 156 160

経常利益 1,181 1,105

税引前四半期純利益 1,181 1,105

法人税等 497 463

四半期純利益 684 641

（注）

レビュー対象ではありません。

当第2四半期累計期間の損益計算書は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示における
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